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西
日
本
高
速
道
路
㈱
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
）
の
関

西
支
社
が
管
理
す
る
高
速
道
路
は
、
そ
の
約
四
割
が
開

通
か
ら
三
〇
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
同
社
は
現
在
高

速
道
路
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い

る
。
中
国
自
動
車
道
の
福
崎
、
山
崎
の
両
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
間
に
架
か
る
市
川
橋
を
は
じ
め
と
す
る
七
橋
も
、

完
成
か
ら
四
〇
年
以
上
が
経
過
し
老
朽
化
が
激
し
く
、

昨
年
三
月
か
ら
同
区
間
の
高
架
橋
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工

事
を
行
っ
て
い
る
。
施
工
を
担
う
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白

石
・
日
本
ピ
ー
エ
ス
Ｊ
Ｖ
の
中
村
明
治
所
長
は
工
事
概

要
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
く
れ
た
。「
経
年
劣
化
も

顕
著
で
す
が
、
冬
季
の
凍
結
防
止
剤
散
布
な
ど
の
外
的

要
因
に
よ
る
損
傷
も
大
き
い
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
劣
化

し
て
剥
離
、
落
下
し
て
事
故
に
つ
な
が
る
と
い
っ
た
こ

と
が
な
い
よ
う
、
橋
梁
部
の
床
版
や
鋼
部
材
の
取
り
替

え
を
行
う
工
事
で
す
」。
昨
年
十
月
の
取
材
時
は
安
志

橋
、
須
賀
沢
橋
の
下
り
線
で
老
朽
化
し
た
Ｒ
Ｃ
床
版
を

撤
去
し
、
耐
久
性
の
高
い
Ｐ
Ｃ
床
版
に
取
り
替
え
る
工

事
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
春
に
は
両
橋
の
上
り
線
、
さ

ら
に
今
秋
か
ら
市
川
橋
、
福
崎
新
高
架
橋
の
下
り
線
へ

と
工
事
を
進
め
る
。
来
春
に
同
地
区
の
上
り
線
で
床
版

の
取
り
替
え
、
更
新
工
事
を
完
了
す
る
予
定
だ
と
い
う
。

　

訪
れ
た
二
つ
の
橋
の
直
下
に
は
交
通
量
の
多
い
国
道

二
九
号
線
が
斜
め
に
交
差
し
て
走
っ
て
お
り
、
施
工
上

の
安
全
確
保
が
最
重
要
課
題
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
も
う

一
つ
の
大
き
な
課
題
が
、
全
工
程
を
通
し
て
中
国
自
動

車
道
を
供
用
し
な
が
ら
補
強
を
進
め
る
と
い
う
こ
と
だ
。

工
事
は
現
場
と
な
る
二
橋
を
含
む
二
・
一
㌔
㍍
を
昼
夜

連
続
対
面
通
行
に
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
上
下
二
車
線

を
こ
の
区
間
で
一
車
線
ず
つ
と
し
て
下
り
線
、
上
り
線

を
順
次
施
工
し
て
い
く
。「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
や

お
盆
な
ど
の
交
通
量
が
多
く
な
る
時
期
を
避
け
、
そ
の

前
ま
で
に
工
事
を
終
わ
ら
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
設
工
事
は
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
で
、
長
期
に
わ
た
る
施

工
期
間
で
あ
る
程
度
工
程
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
は
短
期
決
戦
。
利
用
者
に

も
工
事
期
間
を
お
約
束
し
て
進
め
る
工
事
で
す
。
期
日

短
期
決
戦
の
高
架
橋
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
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高
速
道
路
の
橋
を
使
い
な
が
ら

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

中
国
自
動
車
道（
特
定
更
新
等
）市
川
橋（
上
り
線
）他
七
橋
床
版
取
替
工
事

大
阪
府
吹
田
市
を
起
点
と
し
て
西
へ
、山
口
県
下
関
市
に
至
る
中
国
自
動
車
道
。

約
五
四
〇
㌔
㍍
、国
内
二
位
の
延
長
を
誇
る
高
速
道
路
も
全
面
開
通
か
ら
半
世
紀
を
超
え
た
。

西
日
本
の
経
済
、産
業
を
支
え
る
物
流
動
脈
の
老
朽
化
対
策
は
喫
緊
の
課
題
だ
。

そ
の
機
能
、通
行
を
途
切
れ
さ
せ
る
こ
と
な
く
供
用
し
た
ま
ま
道
路
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
。

時
間
と
闘
い
な
が
ら
高
速
道
路
の
安
全
・
安
心
を
約
束
す
る
現
場
を
取
材
し
た
。

コンクリート床版の取り替え工事が進む安志橋の現場。片側二車線のところを昼夜連続対面通行とし、
全面通行止めにすることなく高速道路を供用したまま施工する。安全対策には万全を期している。
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た
部
材
は
品
質
も
高
く
、
現
場
打
ち
を
最
小
限
に
で
き

る
た
め
施
工
性
に
も
優
れ
て
い
る
。「
多
少
費
用
は
か

か
り
ま
す
が
、
品
質
は
間
違
い
な
い
。
型
枠
を
転
用
す

る
な
ど
費
用
を
抑
え
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
な
に
よ

り
も
長
持
ち
す
る
。
将
来
の
維
持
管
理
を
考
慮
す
る
と
、

最
適
な
工
法
と
言
え
ま
す
」
と
中
村
所
長
は
説
明
す
る
。

　

大
型
の
ク
レ
ー
ン
で
吊
り
上
げ
て
設
置
す
る
た
め
、

施
工
時
の
安
全
管
理
に
は
万
全
を
期
し
た
。「
国
道

二
九
号
線
は
、
こ
の
地
域
の
重
要
な
幹
線
道
路
で
す
か

ら
、
長
時
間
通
行
止
め
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

安
志
橋
で
は
交
通
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
て
短
時
間
で
終

に
配
慮
し
た
の
で
す
。
橋
の
上
の
ク
レ
ー
ン
を
旋
回
す

る
と
き
も
、
吊
り
荷
が
国
道
側
の
上
空
に
出
な
い
よ
う

徹
底
し
ま
し
た
」。

　

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
床
版
は
、
中
村
所
長
が
勤
務
す

る
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
㈱
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
と

㈱
富
士
ボ
ル
ト
製
作
所
が
共
同
で
開
発
、
特
許
を
取
得

し
た
工
法
「
Ｓ
Ｌ
Ｊ
ス
ラ
ブ
」
が
採
用
さ
れ
た
。
床
版

の
継
手
部
分
に
エ
ン
ド
バ
ン
ド
鉄
筋
を
用
い
た
も
の
で
、

鉄
筋
の
付
着
力
と
エ
ン
ド
バ
ン
ド
の
支
圧
抵
抗
力
の
複

合
作
用
に
よ
り
、
ル
ー
プ
継
手
で
結
合
し
た
床
版
と
同

程
度
の
定
着
性
能
を
担
保
す
る
。「
橋
梁
は
こ
れ
ま
で

の
補
強
工
事
で
床
版
が
厚
く
、
重
く
な
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｌ
Ｊ
ス
ラ
ブ
工
法
は
床
版
を
薄
く
す

る
こ
と
が
で
き
、
橋
桁
へ
の
負
荷
を
軽
減
で
き
る
。
エ

ン
ド
バ
ン
ド
鉄
筋
に
は
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
を
塗
装
し
て
い

ま
す
か
ら
、
融
雪
剤
に
も
負
け
な
い
。
耐
塩
害
性
に
優

れ
、
橋
は
さ
ら
に
長
寿
命
化
し
ま
す
」
と
中
村
所
長
は

胸
を
張
る
。

　

中
村
所
長
が
こ
れ
ま
で
に
関
わ
っ
た
工
事
は
す
べ
て

橋
梁
の
新
設
工
事
だ
っ
た
と
い
う
。
自
身
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
工
事
は
初
め
て
だ
と
笑
う
が
、
そ
も
そ
も
イ
ン
フ

ラ
の
維
持
更
新
工
事
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ま

だ
間
も
な
い
。
新
し
い
分
野
の
仕
事
だ
が
気
負
い
は
な

い
。「
協
力
会
社
も
当
社
と
の
付
き
合
い
が
長
く
、
気
心

も
知
れ
て
い
ま
す
。
ど
こ
に
危
険
が
潜
ん
で
い
る
か
、

今
何
を
す
べ
き
か
を
熟
知
し
て
い
る
。
中
堅
の
メ
ン
バ

内
に
終
え
る
の
は
絶
対
条
件
で
す
」
と
話
す
中
村
所
長

の
言
葉
に
緊
張
感
が
に
じ
む
。
梅
雨
時
の
施
工
に
は
雨

水
を
避
け
る
養
生
を
し
て
作
業
を
す
る
こ
と
も
あ
る
と

い
う
。
手
間
は
か
か
る
が
少
し
で
も
工
事
を
前
に
進
め

た
い
。
人
海
戦
術
を
採
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
と
中
村

所
長
は
語
る
。

　

Ｐ
Ｃ
床
版
を
工
場
で
製
作
し
現
場
に
搬
入
、
ク
レ
ー

ン
で
吊
り
上
げ
て
設
置
す
る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
工
法
が
採

用
さ
れ
た
。
工
場
で
の
厳
格
な
管
理
の
も
と
製
作
さ
れ

工
場
で
つ
く
り
、現
場
で
据
え
付
け
る

若
手
を
育
て
、利
益
を
生
め
る
現
場
に

わ
ら
せ
る
。
須
賀
沢
橋
の
方
は
夜
間
に
限
定
し
て
施
工

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
」。
ち
な
み
に
古
い
床
版

を
撤
去
す
る
と
き
に
は
、
床
版
と
壁※

高
欄
を
分
割
せ
ず
、

一
体
で
切
り
出
し
た
。「
外
し
た
壁
高
欄
が
直
下
の
国

道
に
落
下
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
万
が
一
の
事
故
防
止

青い部分がエンドバンド
継手。架設した後にスラ
ブをスライドさせる必要
がなく、直角方向の鉄筋
も仮配置したまま降下さ
せることができるためル
ープ継手と比較して施工
性は格段に向上した。

SLJスラブ（Short Lapped Joint）は、プレキャストPC床版の接合部にエンド
バンド鉄筋を採用することで、文字通り短い間隔で結合することができる。
床版厚を薄くすることで本体の軽量化も実現した。（提供：オリエンタル白石㈱）

須賀沢橋では夜間に床版の搬入、据
え付けが行われた。直下の国道29
号線を通行止めとし、さらに吊り上
げる際にはクレーンの吊り荷が国
道側に出ないよう細心の注意が払
われた。（提供：オリエンタル白石 
・日本ピーエスJV）

上／北側には急峻な山
が迫り、直下には国道
29号線が走る安志橋
の現場。付近には住宅
も点在する。
下／高架下は建築限界
高ぎりぎりの状況だ。
剥落を防止する堅牢な
防護工を施し、騒音対
策にも配慮した。

発 注 者：西日本高速道路株式会社　関西支社
施 工 者：オリエンタル白石㈱・㈱日本ピーエス特定建設工事共同企業体
施工時期：安志橋・須賀沢橋 下り線 ⇒ 平成28年9月〜11月
 　安志橋・須賀沢橋 上り線 ⇒ 平成29年5月〜7月
 　市川橋・福崎新高架橋 下り線 ⇒ 平成29年9月〜11月
 　市川橋・福崎新高架橋 上り線 ⇒ 平成30年5月〜7月
橋　　長：安志橋（上り線）75.8m、須賀沢橋（上り線）82.8m

工事概要

エンドバンド鉄筋

エンドバンド鉄筋

エンドバンド継手

主桁

ずれ止め

接合部

※壁高欄…自動車の落下防止機能を持つ鉄筋コンクリート製壁状の欄干

SLJスラブ
（プレキャストPC床版）

ずれ止め用孔
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数年前に同様の現場に応援に行
ったことがあったのですが、当

学会を開催されています。ひと月に10
回以上ということもありました。多く
の方が参加され、熱心に工法や技術に
ついて質問されます。条件によってコ
ンクリートはたった40年で劣化してし
まう可能性があることを理解していた
だき、リフレッシュ工事に関心、期待を
寄せられています。工期を守ることは
予想以上にハードですが、そのご期待
に添えるよう工事を進めていきます。

時の工法と比べその技術、管理方法、資
材が格段に進歩していることに驚かさ
れました。更新工事は分野として新し
いので、技術革新が加速しているのか
もしれません。今後、インフラの更新
は大きなテーマになりますから注目度
も非常に高い。発注者さんも市民、利
用者の理解を深めるため、積極的に見

Q あなたがこの現場で発見したことは何ですか？

A

オリエンタル白石㈱・
㈱日本ピーエス特定建設工事
共同企業体
中国自動車道（特定更新等）
市川橋（上り線）他7橋床版取替工事
現場代理人（所長）

中村明治
Akiharu Nakamura

ー
に
も
経
験
者
が
い
ま
す
か
ら
心
配
は
し
て
い
ま
せ

ん
」。
こ
れ
ま
で
同
様
、
作
業
所
員
の
力
を
結
集
し
て
一

つ
の
構
造
物
を
つ
く
る
と
い
う
現
場
の
魅
力
に
違
い
は

な
い
と
話
す
。

　

た
だ
、
若
手
の
入
職
者
が
減
っ
て
い
る
こ
と
に
、
少

し
だ
け
表
情
を
曇
ら
せ
た
。「
こ
の
現
場
に
も
若
手
が

い
ま
す
。
そ
こ
で
毎
日
積
極
的
に
『
今
日
は
ど
ん
な
段

取
り
に
な
っ
て
い
る
？
』『
職
人
さ
ん
は
今
何
人
入
っ

て
い
る
？
』
と
聞
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。『
そ
う
い
う

架設したプレキャストPC床版の端部にコンクリートを打設。
現場にコンクリートが供給されるたびにその性状を精緻に確認したのち慎重に充填していく。

右／現場には長年の付き合いから気心の知れたプ
ロフェッショナルたちが参集した。相互の信頼関
係がこの現場の大きな機動力になっている。
左／中村所長（右）の右腕、松永主任（左）はリ
フレッシュ工事の経験も豊富だ。「更新工事はフ
タを開けて初めて見えてくる部分もありますが、
所長はすべてを説明しなくても状況をわかってく
れる。安心して現場に臨めます」。

と
こ
ろ
を
確
認
し
て
作
業
の
進
捗
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
い

と
い
か
ん
の
だ
ぞ
』
と
、
仕
事
の
ポ
イ
ン
ト
を
自
覚
で

き
る
よ
う
に
促
し
て
い
る
の
で
す
。
若
い
人
は
大
事
な

人
材
で
す
。
早
く
一
人
前
に
な
っ
て
現
場
を
切
り
回
す

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
か
ら
ね
」。
そ
れ
で
も
、
正

直
ど
う
や
っ
て
接
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
時
が
あ

る
と
明
か
す
。「
最
近
の
若
手
は
酒
も
あ
ま
り
飲
み
ま

せ
ん
し
ね
」
と
笑
っ
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
心
掛
け
て
い
る
の
は
、
利
益
を
出
せ
る

現
場
づ
く
り
だ
。
会
社
が
営
利
を
求
め
る
の
は
当
然
の

こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に
は
無
駄
を
出
さ
ず
に
現
場
を
動

か
す
こ
と
が
鉄
則
に
な
る
と
い
う
。「
現
場
で
一
％
の
利

益
を
産
む
の
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
必
要
が
な
い
資
材

は
す
ぐ
に
返
す
。
機
材
は
大
切
に
扱
い
、
無
事
故
施
工

を
徹
底
す
る
。
現
場
を
く
ま
な
く
見
回
し
て
無
駄
を
省

く
こ
と
が
利
益
に
つ
な
が
る
。若
手
に
は
そ
う
し
た
こ

と
も
知
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
」。
あ
ま
り
う
る
さ
く
言

う
と
若
手
も
聞
い
て
く
れ
な
い
が
と
、中
村
所
長
は
厳

し
さ
を
覗
か
せ
な
が
ら
も
そ
う
笑
っ
て
話
し
て
く
れ
た
。


